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令和5年度　日本水産学会秋季大会

講演要旨集

ポスター会場
1日目（9月20日）：7001－7049

2日目（9月21日）：7050－7102

令和5年9月19日（火）～9月22日（金）

東北大学青葉山コモンズ
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ウニ二殻から溶出する紫蘇柾の棚を

0丸山恒紀〈北天随感輿）工廠船（北大托水環岐）

筒口一郎水田瀧之郁本納彰浦　和寛（北大院水）

【背光i紹Ji

近年I笛木‘1〕の発表塩不足やウニによる食詩によって，澄軸が妓遭する硬樹すが

的唖と／〔っており　早急来解決が求められていろ。㊨焼けの館決衛として　ウニを駆除

することが推奨されているが′排除したウニは在勤利用きIしていない。一方．北海道田

舟町はキタムラサギウニの枚と大味ゴムで時制したウニ破睦庇材を龍握り海側こ妓

大したところ，ホソメコンプが鮪戒したと錦告した。これはウニ厳から栄茶瓶が溶血した

ことでつニ／ブ新兵が促進されたと考えられており．ウニ叙施肥↓白土海藻を繁擬させる

漆的両生庶事在こ来る可虚位がある。しかし実際にウニ鐘から海浦の成長に必噴砿繁

延肱が溶出うるかI土成かめられていか、。そこで，本研究ではウニ般施肥初を用いた

懇場暗色技術の確立を日的に，毘なる大きさのウニニ偽から溶出する突漉蛍の砥頬及

び溶出肱を定盤飲帰した。

lf持手方法i

試験．二は．ウニ加工会杜カら勝興されたキタムラサキウニの紋を惟期した。4－3週

間天日rLしたウニ観を′、／‾－で砕き，ウニ蝕の大きさを〕鮮（＜　mm、4－95iml

≧ejmill）：こ分けた。粗用試験は．打砕のウニ蝕508をGF仔由銃にて演出した海

水300mLに側漬し．ijcC恒温灸14トで博挺して実施した。測粛開始後から6日間

24時間おきに板木を採取し．孔緯0459mのセル｛1‾スアセラ‾トフィルタ‾て濡過

した後，OuヽAmIBmhL山東Iを用、て．硝酸態紅茶，蚤酌擬態妥究アンモニウム店

衣索　り／験経リンを定臆した。

【結果宰磐I

全てのウニ破サイズ肺で．海浜の成風こ必要ときれろ亜鍋飯煙霧寮，アンモニウム

悠窺諒，なら〔対ニッ／繊座り／が．6日間熔出し挽けることを鹿波しなまなすべての

柴発出ぐ10日に凧も溶出鳳が多く　2日日以降では溶間色が減少する倣i姉こあっ

た。6日間で溶出した巣茶壇の怨電位i亜硝酸態狂素が377羽　中rnOi．アンそこウ

ノ愈聖黍が149的30中洲ル緻飯ルがI64＝557甲10iであった。ウニ蝕から総

出する栄ホ嶋のNP比は約iO「であった。先行研究では．NP比がiOiの条件で

ボン｝コンプの発芽が撮藷されている。以上のことから　締片町においてウニ鎧施駈け

を椎大した海勘こホソメ⊃／プが懸擬した堪関として．ウニ敏から湾頭の成鼠こ必要な

窯焚増が供給対した可能性が示唆きれた。
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二枚貝と血星色物（こよるマイク1ププラスチックの回収

好錦浮草∵波田凌祐一砂野宿番e記請坤〇百川総理〈神戸龍惟総合理学同）

【詐魚　爪的1

近年開田となっている海洋中を浮遊しこいるマイクロプラスチックの回収方法とし

て、二枚貝の演追放食に注ほし7㌔奮進摂食は腿鯨上　作内に取り込んだものをつニラ

で分謄した後　不竣ILものを態液で圃めて座席」として俳出する。我々は、二の救龍

を用いれば海洋〔母）マイクロプラスチックを艇臓に典められるだけでなく二枚貝日

医の摂食（皮膜かものとして体内に取り込む）に関係しないため　葉物濡楠の成語も少

／柄、のではないか　また　選過摂食の韻は上　船轟は消化されていない餌の塊である

ため、その似発を摂食する生幼（底生生物）が存碇するではないかと考え詣へた。

くけ榊∴方法i

二枚貝アサリ　RildのpeSp－bIIIpp相聞m

咲生三宅的　イソメ　PerInc賀ビルOlbuんieI）813

マイク調プラスチック「ケイムラ遼　′＼－ド6号」を粉葉状にしたもの（100i m－100－お面〉

（Dマイクロプラスチックをアサリに埴り込ませた時のマイクロプラスチックの械飴の測定

②マイクロプラスチックを71山に取り込ませた時のアサリのマイターフプラスチックの残存

宜の測定

（D似境を回収する方法の詞鮭

I経典雪濠）

アサリがマイクロプラスチックを偽変として閉め、排出することを確認できなまた　ア

サリはマイクロプラスチックが仁淀する海洋中でも忠通摂食を著しく遭い遊技で行って

いろ可能†幼撮るとわかった。マイクロプラスチックの体内竣布鷹が憧めて少椋、こと

からアサリの体内への負握1少なく、アサリの告辞こ勝田を及ぼすことなく回収は可能

だろつと考えた，さらにその払食を損金する生動が存在し　偽薬のi中二含まおるマイク

ロプラスチックは　隙に生物であるイソメが偽糞と聴二伸としてTの込むことも確認でき

この食物題鎖を却l周‾ることで　海津寂駆こおいて擦めて大き涙雑念け斜となって

が闘光を浴びつつあることから、自らのテープを嶋裏色白こ沈めた．また言継百聞穴では淘水

成を刊父としたい）が殆とであったため　今剛‡波水魚のマブイ　ニホンナつズー」漁にした。

【廿日・方法）

木受験では　八日目こI〈i）ろ薗鴇的乞卸のII疲労諒から燦辞した。

バック粉末／魚粉（いi）二を粉砕したもので代用）、筋合飼料（JA催蛭川マッシュ）、小変粉

をi＿な付目とし、以卜の二つの方法で昨瞭した†声のを比披した。

1上記の冴11（こeiiを加又　田子的こしたものを高てる。

2上盟の柄杓をe目上∴ミートすり∴ツノ、で彬旺し、田子レノンで加納すら。

（1成した閥は∴精糖で市境の田で農期間用粛してきた即事に与えて宙好桂を嘘記し、性旺創
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首他県沿厚瀞の地形とマイクロプラスチックの分布

Iii坤巾碕∴河原瑠幽∴照査ひ来た　（缶的駄立宮崎北高錆学校　2年科学部）

l背接・目的1

現在世界で海洋プフステック問朗が深刻化している。技小はマイクロプラ

こく褒めることができれiゴ　この間蝉の綬帥二

本研究の日的は宙噸県沿犀鮎の地形と　MPの

関係性を調べ　MPが多く度まう場所で採取し、収集効率の巾

である。

l酬申子施1

両ヶ預言撞出演∴木崎演、青島、大祭稀、仲間涙の計6ヶ所

の砂浜で膝取を行つ（Figi）∴満潮時に1m四方の区域ことに

砂をll＿　採取する。その後採取した砂を5問、〕ロ、lnEの

ふるいiこかけ、比重分随を行う。またl LあたりのMPの個数

〈節lL）に換算し、それを密妓膿として各砂浜で比較する，

i観葉、希釈I

MPが見つかったのは℡勘真　木錆浜、大堂津の3ヶ所だ

〈Fi82）言ヒ剛こあることで河IiiからでたMi

彊間引このって砂湊に堆徹したのではないが

と弔えた。逆に〕つの砂浜と共通で河川が近

くにあるIをけ波は北側では広く河liiの栢榔こ

；謹告や
PLrlもQqOl生じ

砂淡があるともMPが流れつかなかったので∴∴∴“高．．▲　●●“．●

聞出、と巧えた。また見つかったhtPI土∴∴　82席寵児

つかり　村田的に濁カらのMpは漂流期間が庚　▲）　　　〃′　　　〃

器崇崇譜善業黒岩、臆　場
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